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今月の表紙：開放感あふれる函館山からの景色
場所：北海道函館市 https://www.mirokukai.ne.jp/

事務所訪問
税理士法人 浜津会計事務所

空き家対策の現状
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大特集
函館市の魅力を徹底紹介!!

第44回全国統一研修会 函館大会 開催挨拶
金子 秀夫ミロク会計人会連合会会長

第44回全国統一研修会 函館大会
「記念旅行」案内

ミロクシステムQ&A
『給与計算』

会計人のリレーエッセイ
北海道ミロク会計人会　小作 龍二
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第44回 全国統一研修会

函館
大会
開 催 挨 拶

ミロク会計人会連合会 会長

金子 秀夫

品
に
と
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
町
に
住

み
、
珠
玉
の
よ
う
な
作
品
を
残
し
た
歌
人
、

石
川
啄
木
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
香
り
豊

か
な
函
館
が
今
大
会
の
舞
台
と
な
り
ま
す
。

後
ほ
ど
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
研
修
会
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り
、
充
実
し
た
企
画
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
の
上
、

「
今
年
の
秋
は
函
館
大
会
で
会
お
う
!
」
を
合

言
葉
に
、
皆
々
様
が
全
国
統
一
研
修
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
本
誌
を
借
り
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
元
号
が
改
ま
り
「
令
和
」

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
天
皇
は
常
に
国
民
に
寄
り
添
い
、
国

民
の
目
線
で
語
り
、
何
よ
り
も
平
和
を
望
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。
令
和
の
時
代
も
そ
う
あ

り
た
い
で
す
が
、
世
界
情
勢
か
ら
み
る
と
必

ず
し
も
安
寧
で
い
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
様

子
で
す
。

ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
米
中
の
覇
権
争
い

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
が
主
催
し
、
単

位
会
の
皆
様
が
年
に
一
度
大
結
集
す
る
「
全

国
統
一
研
修
会
」
が
、
い
よ
い
よ
来
る
10
月

17
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
は
、
北
海
道
ミ
ロ
ク
会
計
人

会
が
担
当
し
、
北
の
大
地 

北
海
道
の
玄
関
口 

函
館
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
北
海
道
会
の
会
員

の
皆
様
は
、
昨
年
の
沖
縄
大
会
終
了
の
翌
日

か
ら
今
大
会
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
、
有
意

義
な
大
会
と
な
る
べ
く
全
員
参
加
で
企
画
運

営
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。

開
催
地
の
函
館
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

と
お
り
、
既
に
18
世
紀
か
ら
外
国
、
特
に
ロ

シ
ア
と
の
交
流
が
あ
る
港
町
で
、
日
米
和
親

条
約
で
は
最
初
の
開
港
地
と
さ
れ
た
国
際
都

市
で
し
た
。

ま
た
、
明
治
維
新
の
動
乱
で
は
、
幕
府
軍

最
後
の
砦
と
さ
れ
た
五
稜
郭
が
戦
場
と
な
っ

て
、「
箱
館
戦
争
」
の
史
実
が
語
り
継
が
れ
て

い
ま
す
。

文
学
の
面
で
は
、
多
く
の
作
家
が
そ
の
作

の
結
果
、
貿
易
戦
争
が
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知

ら
ず
、
我
が
国
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
我
々
の
顧
客
で
あ

る
中
小
企
業
は
、
直
接
海
外
取
引
を
し
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
販
売
面
、
コ
ス
ト

面
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
悪
い
影
響
を
受
け

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
時
期
、
我

ら
会
計
人
は
中
小
企
業
家
に
寄
り
添
い
、
生

き
残
り
を
か
け
た
経
営
戦
略
に
協
力
し
て
参

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
10
月
か
ら
は

消
費
税
率
が
10
％
に
ア
ッ
プ
し
、
複
数
税
率

も
導
入
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
ミ
ロ
ク
会
計
人
は
、
幸
い
に
も

M
J
S
の
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
い
か
な
る
経
済
状
況
の
下
で
も
顧
客

へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
全
国
統
一
研
修
会
が
、
そ
の
こ
と
を

身
を
も
っ
て
知
る
研
鑽
の
場
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
、
今
年
の
統
一
研
修
会
の
概
要
を

お
示
し
致
し
ま
す
。
会
場
は
、
函
館
市
の
中

心
に
あ
る
函
館
国
際
ホ
テ
ル
で
す
。

恒
例
の
基
調
講
演
は
、「
素
晴
ら
し
い
国
、

日
本
の
覚
醒
を
待
望
す
る
!
」
と
題
し
て
、

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
弁
護
士
、
タ
レ
ン
ト

の
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
氏
が
話
さ
れ
ま
す
。

続
い
て
同
会
場
に
お
い
て
4
分
科
会
に
分

か
れ
た
研
修
が
行
わ
れ
ま
す
。

第
1
分
科
会
は
「
M
J
S
相
続
税
申
告
書

シ
ス
テ
ム
の
新
機
能
に
つ
い
て
」、
本
会
の
シ

ス
テ
ム
開
発
委
員
会
が
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容

を
伝
え
、
ま
た
皆
様
の
要
望
も
取
り
ま
と
め

ま
す
。

第
2
分
科
会
は
、
十
勝
バ
ス
（
株
）
社
長

の
野
村 

文
吾
氏
に
、「
お
客
様
密
着
! 

十
勝

バ
ス
の
経
営
」
と
題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
す
。

第
3
分
科
会
は
、『
箱
館
戦
争
と
碧
血
碑
』

の
著
者 

木
村 

裕
俊
氏
が
、
こ
の
本
の
題
と

な
る
箱
館
の
歴
史
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

第
4
分
科
会
は
、「
よ
う
こ
そ
! 

イ
ラ
ン

カ
ラ
プ
テ
（
ア
イ
ヌ
語
・
こ
ん
に
ち
は
）
函

館
の
魅
力
を
あ
な
た
へ
」
と
題
し
て
、
函
館

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
一い

ち
の
え會

の
会
」
会
長
の

佐
藤 

喜
久
恵
氏
が
、
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
宝
庫
、

函
館
の
魅
力
・
函
館
の
素
顔
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

翌
10
月
18
日
に
は
ア
ン
ビ
ッ
ク
ス
函
館
倶

楽
部
で
、
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
2
泊
3
日
の
記
念

旅
行
と
、
18
日
の
日
帰
り
コ
ー
ス
「
深
観
! 

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
ど
っ
ぷ
り
函
館
!!
」
が
催

行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
年
も
多
く
の
皆
様
を
歴
史
と
ロ
マ
ン
溢

れ
る
函
館
に
お
迎
え
し
、
第
44
回
全
国
統
一

研
修
会
を
実
り
あ
る
大
会
に
致
し
た
く
、
こ

こ
に
ご
案
内
申
し
上
げ
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
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函館とその周辺地域の
魅力を巡る旅

第44回全国統一研修会 函館大会「記念旅行」案内

●
３
日
間
コ
ー
ス

今
回
の
記
念
旅
行
は
、
函
館
と
そ
の
周
辺

を
3
日
間
か
け
て
巡
る
コ
ー
ス
と
、
函
館
日

帰
り
コ
ー
ス
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

3
日
間
コ
ー
ス
の
初
日
で
は
、
海
底
ト

ン
ネ
ル
と
し
て
は
世
界
一
の
長
さ
と
深
さ
を

誇
る
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
ま
で
の
物
語
を

展
示
資
料
と
映
像
で
体
感
で
き
る
青
函
ト
ン

ネ
ル
記
念
館
（
①
）、
北
海
道
で
も
最
南
端

に
近
い
福
島
町
出
身
の
第
41
代
横
綱
千
代
の

山
・
第
58
代
横
綱
千
代
の
富
士
記
念
館
な
ど

を
ま
ず
巡
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
日
本
最
北
端

の
城
郭
で
、
現
存
す
る
本
丸
御
門
は
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
松
前
城

（
②
）、
戊
辰
戦
争
勃
発
当
時
の
軍
艦
開
陽
丸

に
近
い
外
観
や
艤
装
を
整
え
た
開
陽
丸
記
念

館
（
③
）
な
ど
を
訪
問
し
、
函
館
大
沼
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
ご
宿
泊
い
た
だ
き
ま
す
。

翌
朝
は
道
南
唯
一
の
国
定
公
園
で
、
大

小
1
2
6
も
の
小
島
が
浮
か
び
〝
島
巡
り
〞

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
大
沼
公
園
（
④
）

の
散
策
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
か
ら
函
館
市

内
に
戻
り
、
北
海
道
で
唯
一
の
国
宝
「
中
空

土
偶
」
を
常
設
展
示
す
る
函
館
市
縄
文
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
（
⑤
）
を
訪
問
し
ま
す
。
そ

の
後
に
は
古
い
教
会
や
洋
館
が
立
ち
並
び
異

国
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
並
み
が
魅
力
の
元
町
エ

リ
ア
を
散
策
い
た
だ
き
、
続
い
て
ベ
イ
エ
リ

ア
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
金
森
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
群
を
訪
れ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
日
が
暮
れ

た
ら
函
館
の
代
名
詞
と
も
言
え
る
、
ミ
シ
ュ

ラ
ン
3
つ
星
の
函
館
山
か
ら
の
夜
景
（
⑥
）

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
2
日
目
の
行
程
を
終
え

ま
す
。
こ
の
日
は
北
海
道
の
三
大
温
泉
郷
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
、
古
く
か
ら
名
湯
と
し
て

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
湯
の
川
温
泉
の
望

楼
N
O
G
U
C
H
I
函
館
に
お
泊
り
い
た

だ
き
ま
す
。

最
終
日
は
宿
泊
先
を
出
発
し
、
日
本
で
最

初
の
女
子
修
道
院
で
あ
る
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修

道
院
（
⑦
）
を
訪
れ
、
次
に
函
館
の
歴
史
を

語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
五
稜
郭
（
⑧
）
に
て
、

五
稜
郭
タ
ワ
ー
と
五
稜
郭
公
園
を
見
学
い
た

だ
き
ま
す
。
タ
ワ
ー
の
高
さ
は
1
0
7
m

で
、
3
6
0
度
の
パ
ノ
ラ
マ
を
堪
能
で
き
ま

す
。
最
後
に
函
館
を
代
表
す
る
洋
食
店
、
五

島
軒
で
昼
食
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
函
館
駅

も
し
く
は
函
館
空
港
に
て
散
会
と
な
り
ま
す
。

●
日
帰
り
コ
ー
ス

こ
ち
ら
の
プ
ラ
ン
で
は
、
最
初
に
五
稜
郭

を
訪
れ
ま
す
。
次
に
ベ
イ
エ
リ
ア
の
金
森
赤

レ
ン
ガ
倉
庫
群
に
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を

堪
能
い
た
だ
き
、
多
様
な
教
派
の
教
会
が
密

集
す
る
元
町
エ
リ
ア
を
散
策
後
、
昼
食
を
挟

ん
で
最
後
に
函
館
山
よ
り
美
し
い
昼
の
景
色

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
函
館
駅
も
し
く
は
函
館

空
港
に
て
散
会
と
な
り
ま
す
。

資料提供：「はこだてフィルムコミッション」、「（一社）北斗市観光協会」

❼修道女が祈りと労働の観想生活を行う
トラピスチヌ修道院

❽日本初の西洋式の星型要塞として
建造された五稜郭

❶トンネル文化を後世に伝える
青函トンネル記念館

❸艦の構造や歴史が展示
されている開陽丸記念館

❺函館市の縄文遺跡から出土した土器などを展示している函
館市縄文文化交流センターと「中空土偶」（右）

❻函館山からの夜景は3日間コースの
ハイライト

❷北方警備のため築城された松前城❹総面積9083haを誇る大沼公園
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全国統一研修会「函館大会」開催記念

函館市の魅力を徹底紹介 !!

ブランド総合研究所が国内1000の市区町村を対象に実施した「地域ブラン
ド調査2018」で、函館市がもっとも魅力的な街に選ばれました。前年の2位
から順位を上げて2年ぶり、通算5度目の第1位。また「観光意欲度」でも1
位、「産品購入意欲度」で2位となっています。

青森市と函館市は、津軽海峡を隔てながらも
古くから人や物の交流が盛んに続けられて
きました。そこで両市は青函トンネル開業
の1周年にあたる1989年3月13日、友好親
善と将来の飛躍的発展を念願して「ツインシ
ティ（双子都市）」を提携。今年は提携30周
年にあたります。

大特集

函館市とは
函館市は、北海道南西部の渡

おし ま

島半島の南東部に位置し、津軽海峡と太平洋に囲まれた街です。暖流と寒流がぶつかりあ
う近海は四季折々さまざまな魚種が集まる好漁場で、豊富な海産物に恵まれています。年間の平均気温は 9.1℃。北海道
の中では温暖で、積雪が 50cm以上ある日は年 5日程度。7～ 8月の平均気温は 20℃前後で湿度も低く、夏に過ごしや
すいのも特徴です。

青森・函館ツインシティ

函館出身の有名人

2018年の市町村魅力度ランキング1位!!

札幌

日本海
太平洋

青森

噴火湾

渡島半島

対
馬

海
流

親
潮（

千
島

海
流

）

津
軽
海
峡

❶駅前エリア・ベイエリア
❷元町・函館山エリア
❸五稜郭エリア
❹湯の川エリア
❺美原・桔梗エリア
❻南茅部エリア
❼椴法華エリア
❽恵山エリア
❾戸井エリア

函館市
エリア
MAP

DATA
■面積：677.87㎢■人口：25万7,085人（2019年4月末時点）■函館市の姉妹・友好
交流都市：ハリファックス市（カナダ）（1982年11月25日姉妹都市提携）、ウラジオ
ストク市（ロシア）（1992年7月28日姉妹都市提携）、レイク・マコーリー市（オース
トラリア）（1992年7月31日姉妹都市提携）、ユジノサハリンスク市（ロシア）（1997
年9月27日姉妹都市提携）、天津市（中国）（2001年10月18日友好交流都市提携）、
高陽市（韓国）（2011年8月1日姉妹都市提携）■市の花：つつじ（やまつつじ）（1975
年4月1日制定）■市の魚：イカ（1989年8月1日制定）

TERUほかロックバンドGLAYメンバー、YUKI（歌手）、高峰秀子（女優）、
大野一雄（舞踏家）ほか

❾

❸
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　空路で行くなら、東京、大阪、名古屋な
どから函館空港まで直行便で（所要1時
間20分～ 40分）。空港から市の中心部ま
ではシャトルバスで約20分です。鉄道の
旅なら、東京方面からは東北・北海道新幹
線が便利。北海道新幹線の終点・新函館北
斗駅から函館駅へは「はこだてライナー」

（所要約15分）が接続します。札幌からは
特急が1日12往復あります。
　陸路では鉄道のほか、高速バスやJR、
青森県の大間港から函館港へのフェリー
を組み合わせた旅も人気です。また、空路
でまず札幌方面に入り、レンタカーで各
地の観光スポットを周遊しながら函館を

目指すのもオススメ。おおよその移動時
間は高速道路（千歳・苫小牧・室蘭・登別・
洞爺湖・大沼等経由）利用で4時間20分、
一般道では中山峠・ルスツ・洞爺湖等経由
で5時間10分、小樽・余市・ニセコ等経由
で6時間、千歳・室蘭等経由で7時間20
分です。

江
戸
時
代
か
ら
北
方
の
拠
点
と
し
て
発
展
し

て
き
た
、
港
を
中
心
と
す
る
市
街
地
の
エ
リ
ア

で
す
。
中
で
も
J
R
函
館
駅
周
辺
は
、
北
海
道

屈
指
の
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
。
駅
の
す
ぐ
西
に
は
、

北
海
道
な
ら
で
は
の
水
産
物
・
農
産
物
を
販
売

す
る
お
店
や
鮮
度
抜
群
の
海
鮮
丼
が
味
わ
え
る

食
堂
が
立
ち
並
ぶ
「
函
館
朝
市
」
が
あ
り
、
早

朝
か
ら
昼
す
ぎ
ま
で
毎
日
大
勢
の
観
光
客
で
賑

わ
い
ま
す
。
ま
た
、
徒
歩
5
分
ほ
ど
の
大
門
地

区
は
古
く
か
ら
の
繁
華
街
。
現
在
は
「
函
館
ひ

か
り
の
屋
台 

大
門
横
丁
」
と
し
て
整
備
さ
れ

て
お
り
、
約
8
0
0
㎡
の
敷
地
に
多
種
多
様
な

ジ
ャ
ン
ル
の
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
の
で
、

は
し
ご
酒
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
一
方
、
駅
の
南

西
側
の
ベ
イ
エ
リ
ア
も
観
光
地
と
し
て
人
気
で

す
。
か
つ
て
北
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
た
港
町

の
華
や
か
な
雰
囲
気
が
残
っ
て
お
り
、「
金
森
赤

函館市内エリア
と

グルメ紹介

❶
駅
前
エ
リ
ア・ベ
イ
エ
リ
ア

❷
元
町
・
函
館
山
エ
リ
ア

❸
五
稜
郭
エ
リ
ア

レ
ン
ガ
倉
庫
群
」
や
「
は
こ
だ
て
明
治
館
」
な

ど
、
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
を
活
用
し
た
シ
ョ
ッ
プ

や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多
数
並
ん
で
い
ま
す
。

市
内
南
西
の
端
に
あ
る
、
標
高
3
3
4
m
の

函
館
山
。
山
頂
か
ら
は
函
館
港
と
津
軽
海
峡
に

挟
ま
れ
て
広
が
る
市
街
の
他
、
遠
く
駒
ヶ
岳
や

横
津
岳
の
山
並
み
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の

眺
望
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
3
つ
星

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
ま
で
は
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
や
路

線
バ
ス
（
J
R
函

館
駅
か
ら
ベ
イ
エ

リ
ア
経
由
）
の
他
、

徒
歩
で
も
約
1
時

間
で
登
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
ん

な
函
館
山
の
麓
に

広
が
る
西
部
地
区

エ
リ
ア
は
、
古
い

教
会
や
洋
館
が
立
ち
並
ぶ
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る

街
並
み
が
魅
力
。
市
電
を
「
末
広
町
」
で
下
車

し
、
旧
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
や
八
幡
坂
、
函
館
ハ

リ
ス
ト
ス
正
教
会
と
い
っ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

散
策
す
る
の
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

か
つ
て
、
江
戸
幕
府
が
蝦
夷
地
防
御
の
た
め

に
築
い
た
五
稜
郭
。
大
正
時
代
に
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
て
以
降
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
お
り
、
春
に
は
桜
の
名
所
と
し
て
賑
わ
い
ま

す
。
公
園
は
五
稜
郭
タ
ワ
ー
か
ら
一
望
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
タ
ワ
ー
周
辺
は
現
在
、
オ
フ

ィ
ス
や
飲
食

店
な
ど
の
集

ま
る
繁
華
街

と
な
っ
て
い

ま
す
。

【函館山へのアクセスについて】
統一研修会の前日から12日間、整備点検につき山頂へ
と続く「函館山ロープウェイ」が運休となります。この期
間、ロープウェイの山麓駅から16時～ 20時に15分間
隔でシャトルバスが運行します。また、タクシーをご利
用いただく際は、往復利用で山頂の滞在時間を最長30
分とするか、帰路は別の手段で下山いただきます。なお、
マイカーおよびレンタカーで山頂に行くことも可能で
すが、混雑回避のため10月1日から車両用登山道冬期閉
鎖までの期間、16～21時は通行禁止となっております。

（上）函館ひかりの屋台 大門横丁
（下）ベイエリアの金森赤レンガ倉庫群

（上）函館山からの夜景
（左）カトリック元町教会

五稜郭タワー

多種多様な函館までのアクセス

④
湯
の
川
エ
リ
ア

―
古
く
か
ら
「
函
館
の
奥

座
敷
」
と
言
わ
れ
賑
わ
っ
て
き
た
温
泉
街
で
あ

る
湯
の
川
と
、
函
館
空
港
を
中
心
と
す
る
エ
リ

ア
で
す
。
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
や
紅
葉
の
名

所
・
香
雪
園
、
函
館
市
熱
帯
植
物
園
な
ど
の
他
、

目
の
前
に
広
が
る
津
軽
海
峡
と
、
イ
カ
漁
の
季

節
の
漁い
さ
り
び火

も
風
情
た
っ
ぷ
り
で
す
。

⑤
美
原
・
桔き
き
ょ
う梗

エ
リ
ア

―
札
幌
・
大
沼
方
面

そ
の
他
の
エ
リ
ア
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函館朝市散策
　JR函館駅から徒歩1分の「函館朝市」。その発祥は戦後すぐ、
函館周辺の農業生産者たちが駅前広場の隅に野菜や果物など
を持ち寄って立ち売りを始めたことだったそうです。現在で
は、新鮮な海の幸を食べられる食堂の他、鮮魚や塩干物、珍味
加工品、青果物、衣料、米穀、生花、日用雑貨、食料品など多種多
様な小売店が軒を連ねる市場となっており、店舗数は周辺を
合わせて約250店以上。年間150万人以上の来場者で賑わう
函館一の人気スポットです。朝市大通りと朝市仲通り、巴通り
沿いに並ぶ多数の店舗の他、活イカ釣りが体験できる「駅二市
場」や自慢の海鮮丼を提供する店舗が集まった「どんぶり横丁
市場」、広々としたフードコートのある「函館朝市ひろば」など
楽しみ方はさまざま。海鮮丼などは昼過ぎには品切れになる
こともあるため、なるべく早い時間帯に足を運んでみましょ
う。近隣のホテルに宿泊するなら、ぜひ早起きして朝市を散策
して、おいしい海鮮丼で贅沢な朝ご飯を楽しんでみては。「駅
二市場」内には自家焙煎のコーヒーが味わえる「函館十字屋珈
琲」があるので、散策の後に一服するのもオススメです。

左：函館朝市の老舗「きくよ食堂」の海鮮丼（ウニ・ホタテ・イクラの「巴
丼」）　右：活気あふれる函館朝市

新鮮な魚介類を販売。もちろん地方発送も可能

【営業時間】
1月～4月：6時～14時過ぎ、5月～12月：5時～14時過ぎ（店舗ごとに異なる）

へ
続
く
国
道
5
号
線
の
あ
る
エ
リ
ア
。
七な

な
え飯
町

の
城し
ろ
た
い岱
牧
場
展
望
台
な
ど
か
ら
の
夜
景
は
、
函

館
山
か
ら
の
「
表
夜
景
」
に
対
し
て
「
裏
夜
景
」

と
呼
ば
れ
、
近
年
注
目
度
が
上
昇
中
で
す
。

⑥
南み
な
み
か
や
べ

茅
部
エ
リ
ア

―
江
戸
時
代
初
期
か
ら
極

上
の
真
昆
布
生
産
や
大だ

い
ぼ
う
あ
み

謀
網
漁
業
で
栄
え
た
エ

リ
ア
で
す
。
国
宝
「
中
空
土
偶
」
の
ふ
る
さ
と

で
、
縄
文
文
化
の
里
で
も
あ
り
ま
す
。

⑦
椴と
ど
ほ
っ
け

法
華
エ
リ
ア

―
津
軽
海
峡
と
太
平
洋
が

接
す
る
好
漁
場
を
持
つ
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
恵
山
岬
灯
台
、
水
無
海
浜
温
泉
、
サ
ー
フ

ス
ポ
ッ
ト
銚
子
海
岸
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑧
恵え
さ
ん山

エ
リ
ア

―
つ
つ
じ
の
名
所
で
も
あ
る

活
火
山
・
恵
山
を
擁
し
、
ゴ
ッ
コ
、
ガ
ゴ
メ
昆

布
な
ど
の
特
産
物
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。

⑨
戸
井
エ
リ
ア

―
対
岸
に
下
北
半
島
を
眺
望

す
る
、
北
海
道
〜
本
州
最
短
地
点
・
汐し

お
く
び首

岬
の
あ

る
エ
リ
ア
で
す
。「
戸
井
マ
グ
ロ
」
も
有
名
で
す
。

っ
て
も
新
鮮
な
海
の
幸
。
一
年
中
味
わ
え
る
イ

カ
（
1
〜
5
月
：
ヤ
リ
イ
カ
、
6
〜
12
月
：
マ

イ
カ
）
を
筆
頭
に
、
カ
ニ
や
タ
ラ
、
ホ
ッ
ケ
、

カ
レ
イ
、
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

函
館
を
訪
れ
た
か
ら
に
は
、
函
館
朝
市
や
市
内

各
所
の
飲
食
店
で
刺
身
や
海
鮮
丼
、
炭
火
焼
き

な
ど
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
い
た
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
魚
介
類
と
と
も
に
オ
ス
ス
メ
な
の
が
函
館

ラ
ー
メ
ン
。
そ
の
特
徴
は
あ
っ
さ
り
な
の
に
コ

ク
が
あ
る
塩
ベ
ー
ス
の
透
明
ス
ー
プ
。
市
内
に

は
個
性
的
な
函
館
ラ
ー
メ
ン
店
が
多
数
あ
る
の

で
、
食
べ
比
べ
る
の
も
一
興
で
す
。
そ
の
他
、

函
館
を
中
心
に
17
店
舗
を
展
開
す
る
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
チ
ェ
ー
ン
店
「
ラ
ッ
キ
ー
ピ
エ
ロ
」
の

「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
チ
キ
ン
バ
ー
ガ
ー
」
や
海
苔
を

敷
い
た
ご
飯
の
上
に
豚
肉
の
「
や
き
と
り
」
が

載
っ
た
「
ハ
セ
ガ
ワ
ス
ト
ア
」
の
「
や
き
と
り

弁
当
」、
創
業
40
年
以
上
の
洋
食
店
「
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
ベ
イ
ビ
ー
」
の
名
物
「
シ
ス
コ
ラ
イ

ス
」
な
ど
、
地
元
住
民
に
愛
さ
れ
る
函
館
ご
当

地
グ
ル
メ
も
ぜ
ひ
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
函
館
グ
ル
メ
の
代
表
格
と
い
え
ば
、
何
と
い

海
の
幸
か
ら
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
ま
で

函
館
グ
ル
メ
を
満
喫
‼

（
上
）函
館
市
熱
帯
植
物
園
内
の
サ
ル
山
温
泉　
（
中
央
）ト
ラ
ピ

ス
チ
ヌ
修
道
院　
（
下
）城
岱
牧
場
展
望
台
か
ら
の「
裏
夜
景
」

（
上
）「
ラ
ッ
キ
ー
ピ
エ
ロ
」の「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
チ
キ
ン
バ
ー
ガ
ー
」

（
中
央
）函
館
名
物
、
活
イ
カ
の
お
造
り　
（
下
）「
函
館
麺
厨
房
あ

じ
さ
い
」の
塩
ラ
ー
メ
ン
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　第44回全国統一研修会 函館大会。元号が令
和に変わり最初の大会となります。2016年に
北海道新幹線が開通し、本州から函館への利便
性が一層向上いたしました。元町のレトロな街
並み、五稜郭、函館山の夜景、朝市、湯の川温泉
も皆様をお待ちしております。北海道ミロク
会計人会・各地区会の先生方にご尽力賜り大会
が成功するよう、MJS社員一同大会準備へ頑
張ってまいります。全国各地より多くの皆様の
ご参加を心よりお待ちしております。

　MJS札幌支社は、北海道会の先生方と力を
合わせ北海道会担当としては初めて札幌市以
外での開催となる第44回全国統一研修会 函
館大会の準備を進めております。北海道新幹
線でも話題となり、観光地も函館山からの夜
景、イカ釣りができる朝市や元町と見どころ満
載です。「国内の旅行先で行って良かった旅先
NO.1」でもあるノスタルジックあふれる街・函
館にぜひ、お越しください。心よりお持ち申し
上げております。

北海道会はこんな組織 !!

五稜郭で学ぶ、
北海道史の一幕

　北海道ミロク会計人会（北海道会）は、札幌、旭川、帯広、
北見、苫小牧・室蘭、函館の6地区会で構成される単位会
です。6地区会の運営において地区会、新年会、忘年会開
催時に意見交換会の実施、システム研修会を開催してい
ます。
　北海道会の定期総会は毎年地区会持ち回りで担当し、
事務所見学会や懇親ゴルフ大会、カ－リング大会など趣
向を凝らした企画で会員同士の親睦を深めています。
　新規会員拡大を視野に入れた開業5年未満の税理士向
け勉強会「ポプラの会」を運営したり、各委員会の事業活
動計画に基づきフィンテック、IT-BCP研修会などを地
区会で開催するなど、会員事務所の業務改善とサ－ビス
向上に貢献することを目指した活動をしています。
　今後も、重点施策「組織活性化事業」、「会員への情報提
供事業」、「MJSとの協業事業」を推進していきます。

　江戸幕府が蝦夷地管理と外国からの防御のため
に7年かけてつくった星型要塞（稜堡式城郭）「五
稜郭」。この五稜郭ゆかりの人物として筆頭に挙が
るのが、新選組の鬼の副長・土方歳三です。慶応4
年／明治元年（1868年）の箱館戦争の際、土方は北
海道を開拓して蝦夷共和国をつくろうと目論む海
軍副総裁の榎本武揚とともに箱館に渡り、五稜郭
に立てこもりました。翌年、土方らが率いる旧幕府
軍は箱館湾海戦に敗れ、市街の「弁天台場（弁天岬
台場）」で最後の決戦を迎えます。土方はその弁天
台場に駆けつける途中、「一本木関門」付近で馬上
で銃に撃たれ、35歳の若さで世を去りました。こ
うして箱館戦争で旧幕府軍が敗れ、戊辰戦争が終
結したことで、江戸幕府による約260年の江戸時
代が終わり、新たな時代が幕を開けることに。
　五稜郭公園の南にある五稜郭タワーでは、展望
フロアから星形の五稜郭公園全体を見渡せる他、
こうした五稜郭をめぐる歴史や五稜郭築城の経
緯、城郭都市の構造の意味などを館内展示で学ぶ
ことができます。

左：北海道会主催の講演の模様／右：カーリング大会の模様

MJS執行役員・
北東圏統括部長　
田島 幸和

MJS札幌支社長
齊藤 公

五稜郭公園

（左）展望フロアにある土方歳三のブロンズ像　（右）再現された箱館奉行所

五稜郭タワー
函館市五稜郭町43-9　☎0138-51-4785
8時～19時（10月21日～4月20日は9時～18時）、年中無休、入館900円
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空
き
家
問
題
解
消
へ

向
け
た
法
整
備

ひ
と
く
ち
に
「
空
き
家
」
と
い
っ
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
何
ら
利
用
さ
れ
ず
放
置
さ

れ
た
施
設
や
住
宅
で
す
。
現
在
の
国
内
の
空

き
家
総
数
で
あ
る
8
4
6
万
戸
か
ら
「
賃

貸
用
又
は
売
却
用
の
住
宅
」（
4
6
1
万
戸
）

な
ど
を
除
い
た
約
3
4
7
万
戸
の
「
そ
の
他

の
住
宅
」
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
図
表
1

を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、「
そ
の

他
の
住
宅
」
は
1
9
8
8
年
か
ら
20
年
で
約

2
倍
に
増
え
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
ど
の
く
ら

い
が
居
住
・
利
用
が
可
能
で
、
ど
の
く
ら
い

が
廃
屋
同
然
な
の
か
、
と
い
っ
た
細
か
な
状

況
把
握
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
3
分
の
2

以
上
が
木
造
の
一
戸
建
て
住
宅
（
2
3
9
万

戸
）
と
な
っ
て
お
り
（
図
表
2
）、
老
朽
化

し
て
使
い
道
の
な
い
空
き
家
が
急
増
し
て
い

る
こ
と
は
確
実
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
国
は

2
0
1
5
年
5
月
に
「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
、「
空
家

法
」）」
を
施
行
。
個
別
の
空
き
家
な
ど
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
立
場
に
あ
る

市
区
町
村
に
、
地
域
の
実
情
や
必
要
に
応
じ

て
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
し
た
り
、

専
門
家
や
専
門
機
関
と
連
携
し
て
対
策
を
講

じ
る
た
め
の
「
法
定
協
議
会
」
を
設
置
し
た

り
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同

法
に
よ
っ
て
「
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊

等
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
状
態
又
は
著
し
く
衛
生
上
有
害
と
な
る
お

そ
れ
の
あ
る
状
態
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損
な

っ
て
い
る
状
態
、
そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境

の
保
全
を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不

上森 康幹 氏

高知県生まれ。1991年、東京大
学大学院工学系研究科修士課程
修了、同年、建設省入省。2008
年、国土交通省九州地方整備局
建政部住宅調整官、11年、国土
政策局地方振興課企画専門官、
12年、住宅局住宅生産課木造住
宅振興室企画専門官、14年、大
牟田市副市長、16年、独立行政
法人都市再生機構ストック事業推
進部企画課長、17年、国土交通
省住宅局建築指導課昇降機等事
故調査室長を経て、18年より現職。

国土交通省 住宅局
住宅総合整備課 住環境整備室長

適
切
で
あ
る
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
空

家
等
」
が
「
特
定
空
家
等
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
自
治
体
は
そ
の
改
善
や
立
て
壊
し
な
ど

に
向
け
た
「
助
言
・
指
導
」「
勧
告
」「
命

令
」
な
ど
を
物
件
所
有
者
に
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
要
は
、
空
き
家
放
置
に
対
す

る
行
政
の
目
が
よ
り
一
層
厳
し
い
も
の
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。
実
際
、
こ
の
「
特
定
空
家

等
」
に
指
定
さ
れ
る
と
、
固
定
資
産
税
の

「
住
宅
用
地
の
特
例
」
と
い
う
最
大
6
分
の

1
の
軽
減
処
置
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、

物
件
所
有
者
に
と
っ
て
空
き
家
放
置
の
デ
メ

リ
ッ
ト
は
か
な
り
大
き
い
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。ち

な
み
に
同
法
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
、

図
表
3
・
4
・
5
の
通
り
で
す
。
ま
ず
「
空

家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
状
況
に
つ
い
て

は
、
全
国
1
7
4
1
市
町
村
の
う
ち
策
定
済

み
が
1
0
5
1
で
約
6
割
で
、
策
定
予
定
あ

り
が
約
3
割
と
、
全
国
9
割
の
自
治
体
が
何

ら
か
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。「
法
定
協
議
会
」
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

は
、
設
置
済
み
は
約
4
割
で
す
が
、
設
置
予

定
な
し
が
5
9
1
と
3
割
以
上
を
占
め
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。「
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措

置
の
実
績
」
に
つ
い
て
は
、
助
言
・
指
導
が

1
万
5
0
0
0
件
以
上
、
勧
告
が
約
9
0
0

件
、
命
令
が
1
1
1
件
、
そ
し
て
所
有
者
に

代
わ
っ
て
行
政
が
適
正
管
理
や
解
体
を
行
う

「
行
政
代
執
行
」
が
41
件
、
所
有
者
不
明
物
件

空き家対策の現状
総務省が2018年に実施した「住宅・土地統計調査」によれば、現在、国内の空き家総数は約846万戸に上るそうです。

野村総合研究所は、さらに2033年には約2000万戸に達すると予測しており、空き家問題はまさに待ったなしの状況にあります。
今回のシリーズ企画では、国土交通省 住宅局住宅総合整備課 住環境整備室長の上

あげもり

森 康幹氏に
空き家の現状や問題点、国が実施している空き家対策について解説していただいた上で、

自治体ごとに行われている空き家対策の事例を取り上げます。
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図表2　空き家の種類別内訳

に
対
す
る
「
略
式
代
執
行
」
が
1
2
4
件
と

な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
徐
々
に
増
え
て
い

ま
す
。

財
政
支
援
と
税
制
措
置
で

空
き
家
対
策
を
促
進

国
は
こ
う
し
た
各
自
治
体
に
お
け
る
空
き

家
対
策
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
、「
空
家
等
対

策
計
画
」
に
基
づ
く
空
き
家
活
用
・
除
却
な

「
空
き
家
の
譲
渡
所
得
の
3
0
0
0
万
円
特
別

控
除
」
が
、
16
年
の
税
制
改
正
で
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

官
民
の
地
域
連
携
が

空
き
家
対
策
の
カ
ギ

空
家
法
の
施
行
か
ら
約
4
年
、
各
地
で
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
当
然
、
地

域
に
よ
っ
て
実
情
は
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

た
っ
た
1
軒
の
空
き
家
を
行
政
代
執
行
で
壊

す
だ
け
で
も
か
な
り
の
労
力
と
コ
ス
ト
が
か

か
る
の
で
、
特
に
小
規
模
自
治
体
に
と
っ
て

は
マ
ン
パ
ワ
ー
や
財
政
面
で
厳
し
く
、
思
う

よ
う
に
事
を
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
個

人
所
有
の
空
き
家
の
場
合
、
所
有
者
が
分
か

ら
な
か
っ
た
り
、「
仏
壇
や
荷
物
が
置
い
て

あ
る
か
ら
」
な
ど
所
有
者
の
都
合
で
処
分
・

活
用
が
で
き
な
か
っ
た
り
と
1
軒
ご
と
に
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
逐
一
対

応
し
て
い
く
の
は
大
変
で
す
。
自
治
体
が
単

独
で
こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は

不
可
能
な
の
で
、
地
域
の
民
間
企
業
や
団
体
、

専
門
家
と
い
か
に
有
意
義
な
連
携
体
制
を
構

築
す
る
か
が
空
き
家
対
策
の
カ
ギ
と
な
り
ま

す
。
次
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ

に
そ
う
し
た
地
域
連
携
が
基
盤
と
な
っ
た
事

例
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
を
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
柱
と
す
る
市
区

町
村
に
対
し
て
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
と
は
別
枠
で
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
壊
し
た
り
修
繕
し
た
り
と
い
っ
た

ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
費
用
を
補
助
す
る
も
の

で
、
19
年
度
予
算
で
は
33
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

空
き
家
に
関
す
る
多
様
な
相
談
に
対
応
で

き
る
人
材
育
成
、
専
門
家
な
ど
と
の
連
携
に

よ
る
相
談
体
制
の
構
築
、
地

方
公
共
団
体
と
専
門
家
の
連

携
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
で
の

取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
も

行
っ
て
お
り
、「
空
き
家
対

策
の
担
い
手
強
化
・
連
携
モ

デ
ル
事
業
」
と
し
て
19
年
度

予
算
で
3
・
39
億
円
を
投
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

空
き
家
対
策
に
熱
心
な
自
治

体
ほ
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
で
財
政
支
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
税
制
措
置
に
つ
い
て

は
、
相
続
に
よ
り
空
き
家
に

な
っ
た
不
動
産
を
相
続
人
が

売
却
し
適
用
要
件
を
満
た
し

た
場
合
に
は
、
当
該
不
動
産

を
売
却
し
た
際
の
譲
渡
所
得

か
ら
3
0
0
0
万
円
を
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

図表1　種類別の空き家数の推移

図表3　法定協議会の設置状況

図表5 特定空家等に対する措置状況　※ ( )内は市区町村数

図表4 空家等対策計画の策定状況
市区町村数 比率

既に策定済み 1,051 60%
策定予定あり 519 30%

令和元年度 214 12%
令和2年度 19 1%
令和3年度 2 0%
時期未定 284 16%

策定予定なし 171 10%
合計 1,741 100%

市区町村数 比率
設置済み 735 42%
設置予定あり 415 24%

令和元年度 117 7%
令和2年度 15 1%
令和3年度 1 0%
時期未定 282 16%

設置予定なし 591 34%
合計 1,741 100%

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 合計
助言・指導 2,890 (167) 3,515  (221) 4,271  (278) 4,910  (335) 15,586 (541)
勧告 57  (25) 210  (74) 285  (91) 370 (105) 922  (197)
命令 4 (3) 19 (17) 47  (30) 41  (19) 111  (56)
代執行 1  (1) 10  (10) 12  (12) 18  (14) 41  (34)
略式代執行 8  (1) 27  (10) 40  (33) 49 (44) 124 (92)
平成31年3月31日時点 国土交通省・総務省調査
調査対象：1788団体（47都道府県、1741市区町村）、回収数：1788団体（回収率100％）

出典：住宅・土地統計調査（総務省）出典：平成30年度住宅・土地統計調査（総務省）
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　　空き家率

空き家総数
8,460,100戸
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え
」
事
業
を
手
掛
け
て
き
た
一
般
財
団
法
人

世
田
谷
ト
ラ
ス
ト
ま
ち
づ
く
り
。「
地
域
共

生
の
い
え
」
と
は
、
区
内
の
建
物
の
オ
ー
ナ

ー
が
自
宅
や
建
物
の
一
部
を
地
域
に
開
放

し
、
多
世
代
交
流
や
子
ど
も
の
遊
び
場
、
高

齢
者
の
サ
ロ
ン
な
ど
と
し
て
活
用
す
る
も
の

で
、
同
法
人
地
域
共
生
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち

づ
く
り
事
業
担
当
主
任
の
松
本 

勉
氏
に
よ
れ

ば
、
現
在
区
内
22
カ
所
が
登
録
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
オ
ー
ナ
ー
の
募
集
は
町
会
回
覧

な
ど
で
行
い
、「
手
を
挙
げ
て
く
れ
た
方
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
た
上
で
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
も
考

慮
し
な
が
ら
活
動
内
容
を
検
討
す
る
」
そ
う

で
す
。
そ
し
て
「『
地
域
共
生
の
い
え
』
に

つ
い
て
周
囲
の
住
民
に
告
知
・
説
明
し
た
り
、

オ
ー
プ
ン
当
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
手
掛
け
た

り
と
、
開
設
と
そ
の
後
の
活
動
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
く
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
私
た
ち
の

役
割
。
も
ち
ろ
ん
活
動
を
続
け
て
い
く
な
か

で
の
困
り
事
に
つ
い
て
も
随
時
相
談
に
応
じ

て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

世
田
谷
ト
ラ
ス
ト
ま
ち
づ
く
り
は
こ
の

「
地
域
共
生
の
い
え
」
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
、
13
年
以
降
は
区
の
「
世
田
谷
区

空
き
家
等
地
域
貢
献
活
用
相
談
窓
口
」
と
し

世
田
谷
区
は
2
0
1
1
年
度
に
策
定
し

た
先
10
年
間
の
住
宅
政
策
の
基
本
方

針
に
お
い
て
、「
地
域
資
源
で
あ
る
空
き
家
・

空
き
室
等
の
住
宅
資
産
」
の
活
用
を
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

区
都
市
整
備
政
策
部
住
宅
課
住
宅
担
当
の
丹

野 

亜
佑
美
氏
に
よ
れ
ば
、
13
年
に
地
域
貢
献

型
の
空
き
家
活
用
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。「
世

田
谷
区
空
き
家
等
地
域
貢
献
活
用
相
談
窓
口
」

を
設
け
、「
空
き
家
な
ど
を
保
有
す
る
オ
ー

ナ
ー
と
、
地
域
貢
献
活
動
を
手
掛
け
る
団
体

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
と
も
に
、
空
き
家
改
修

費
用
の
助
成
（
最
大
3
0
0
万
円
）、
専
門

家
（
建
築
士
な
ど
）
の
派
遣
、
事
業
計
画
立

案
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
」
そ
う
で
す
。

区
か
ら
の
委
託
で
こ
の
窓
口
業
務
を
担
っ

て
い
る
の
は
、
05
年
か
ら
「
地
域
共
生
の
い

て
も
空
き
家
を
募
集
。
オ
ー
ナ
ー
が
主
体
的

に
空
き
家
で
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
「
地

域
共
生
の
い
え
」
に
対
し
て
、
区
の
事
業
で

は
「
空
き
家
を
何
ら
か
の
地
域
活
動
団
体
に

柔
軟
に
利
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
漠
然

と
し
た
相
談
も
含
め
て
受
け
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
選
択
肢
が
多
様
化
し
た
お
か
げ
で
空

き
家
活
用
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え

て
お
り
、
中
に
は
「
区
の
事
業
で
相
談
し
て

い
る
う
ち
に
『
地
域
共
生
の
い
え
』
に
興
味

を
持
ち
、
自
ら
積
極
的
に
地
域
貢
献
活
動
を

手
掛
け
る
こ
と
に
し
た
方
も
い
た
」
そ
う
で

す
。た

だ
一
方
で
は
課
題
も
多
く
、「
区
域
の
9

割
が
住
宅
地
で
あ
る
世
田
谷
区
な
ら
で
は
の

難
し
さ
が
あ
る
」
と
松
本
氏
。
と
い
う
の
も
、

第
一
種
低
層
住
居
の
用
途
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

制
限
・
制
約
が
あ
る
上
、
法
令
が
定
め
る
安

全
確
保
の
た
め
の
仕
様
や
耐
震
基
準
に
合
う

よ
う
建
物
の
改
修
・
是
正
を
行
わ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
「
金
銭
的
負
担
や
労
力

を
理
由
に
空
き
家
活
用
を
諦
め
て
し
ま
う
方

も
多
い
」
の
で
す
。

そ
こ
で
同
法
人
で
は
「
区
の
地
域
貢
献
型

の
空
き
家
活
用
事
業
に
お
け
る
改
修
費
用
助

成
は
も
ち
ろ
ん
、
未
就
学
児
童
と
保
護
者
の

集
い
の
場
を
作
る
『
お
で
か
け
ひ
ろ
ば
』
事

業
な
ど
、
福
祉
施
設
運
営
に
対
す
る
助
成
事

業
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
な
る
べ
く
オ

ー
ナ
ー
の
金
銭
的
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う

工
夫
し
て
き
た
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
成
果

と
し
て
、
事
業
ス
タ
ー
ト
か
ら
6
年
間
で
15

件
の
空
き
家
活
用
事
例
が
生
ま
れ
た
そ
う
で

す
。「
増
え
続
け
る
放
置
空
き
家
を
直
接
減
ら

す
取
り
組
み
で
は
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
前

向
き
に
地
域
貢
献
活
動
の
場
と
し
て
の
活
用

事
例
を
重
ね
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
に
お
け

る
空
き
家
対
策
の
機
運
を
高
め
た
い
」
と
松

本
氏
は
話
し
て
い
ま
す
。

地
域
貢
献
型
の
空
き
家
活
用

東京都
世田谷区

　築70年の木造家屋を相続された
方が、誰でも集える地域のお茶の間
として活用。部屋が空いているとき
には地域活動団体などにレンタル
したり、区の福祉関係の部署と連携
して催しを手掛けたりもしている
そうです。

　駅から遠く、空き室だらけだった
築30年の2階建て木造アパートをど
うにかしようと、オーナーの方が建
築家や福祉事業者などの協力を得な
がらリノベーション、1階部分が地
域の高齢者たちが集う活気あるデイ
サービス施設に生まれ変わりました。

「地域共生のいえ」の事例 区の地域貢献型の空き家活用事業の事例

岡さんのいえTOMO タガヤセ大蔵

一般財団法人世田谷トラストまち
づくりの松本氏（左）と世田谷区住
宅課の皆さん（左から課長の蒲牟
田 和彦氏、住宅担当主事の山本 
達也氏、住宅担当係長の竹田 雅
哉氏、住宅担当の丹野氏）

1
事例

10月刊税理士事務所CHANNEL

channel_1908_fin_CC2019.indd   10 2019/07/17   10:12



人
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

「
使
え
そ
う
な
空
き
家
の
選
定
に
し
て
も
、
空

き
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
も
、
何
ら

か
の
施
設
と
し
て
活
用
し
た
空
き
家
の
そ
の

後
の
運
営
に
し
て
も
、
相
応
の
専
門
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民
間
の
力
を
借
り
な
け
れ

ば
事
業
が
成
り
立
た
な
い
」
と
。

そ
こ
で
、
同
町
は
18
年
度
の
「
空
き
家
対

埼
玉
県
内
で
最
も
空
き
家
率
が
高
い

自
治
体
で
あ
る
毛
呂
山
町
で
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
東
洋
大
学
理
工
学
部
建
築

学
科
と
連
携
し
、
学
生
た
ち
と
と
も
に
空
き

家
活
用
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検
討
・

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

の
酒
井 

優
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
中
で
町
職

員
た
ち
は
「
自
分
た
ち
が
空
き
家
活
用
の
素

策
の
担
い
手
強
化
・
連
携
モ
デ
ル
事
業
」
の

採
択
事
業
と
し
て
、
不
動
産
鑑
定
業
者
の

（
株
）
三
友
シ
ス
テ
ム
ア
プ
レ
イ
ザ
ル
と
と
も

に
「
空
き
家
調
査
員
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

目
標
は
「
誰
も
が
空
き
家
活
用
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
」。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
と
し
て
、
同
社
は
オ
ー

ナ
ー
に
代
わ
っ
て
空
き
家
調
査
を
す
る
「
空

き
家
調
査
員
」
の
育
成
を
行
い
ま
し
た
。「
町

に
選
定
さ
れ
た
相
談
窓
口
団
体
が
、
三
友
シ

ス
テ
ム
ア
プ
レ
イ
ザ
ル
の
不
動
産
調
査
ノ
ウ

ハ
ウ
を
集
約
し
た
『
不
動
産
調
査

テ
キ
ス
ト
』
を
用
い
て
空
き
家
の

不
動
産
調
査
を
実
施
、
大
学
教
授

や
建
築
士
、
宅
建
士
な
ど
専
門
家

の
協
力
も
得
な
が
ら
、
利
活
用
の

可
能
性
の
提
示
な
ど
で
オ
ー
ナ
ー

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
作
り
上

げ
た
」
そ
う
で
す
。

ま
た
、
空
き
家
の
調
査
情
報
、

保
有
・
修
繕
・
売
却
・
取
壊
し
・

転
用
な
ど
の
コ
ス
ト
の
概
算
な
ど

を
考
慮
し
、
経
済
合
理
性
を
加

味
し
た
独
自
の
「
空
き
家
ト
リ

ア
ー
ジ
」
手
法
も
開
発
し
ま
し

た
。「
空
き
家
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と

は
、
空
き
家
の
実
態
把
握
を
効
率

よ
く
実
施
す
る
た
め
の
分
類
作
業

の
こ
と
。
具
体
的
に
同
社
が
提
唱
し
た
の
は
、

空
き
家
調
査
を
実
施
し
た
上
で
「
市
場
性
が

高
く
、
流
通
可
能
」
を
緑
、「
改
修
・
リ
フ

ォ
ー
ム
等
を
施
す
こ
と
で
流
通
可
能
」
を
黄
、

「
安
全
・
衛
生
上
問
題
は
な
い
が
市
場
性
が
低

く
流
通
不
可
」
を
赤
、「
安
全
・
衛
生
上
問

題
が
あ
り
、
且
つ
市
場
性
が
低
く
、
取
壊
し

が
必
要
」
を
黒
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応

じ
た
提
案
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
講
習

（
座
学
と
現
地
実
習
）
や
「
空
き
家
ト
リ
ア
ー

ジ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
通
じ
て
、
町
職
員
や
相

談
窓
口
団
体
は
空
き
家
調
査
や
選
定
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
徐
々
に
身
に
着
け
て
い
き
ま
し
た
。

毛
呂
山
町
で
は
こ
う
し
た
事
業
を
継
続
し

て
い
る
他
、
こ
の
秋
か
ら
は
国
の
助
成
金
を

得
て
、
建
物
の
解
体
・
撤
去
に
必
要
な
費
用

を
50
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
制
度
も
ス
タ

ー
ト
す
る
予
定
で
す
。「
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る

『
特
定
空
家
』
だ
け
に
問
題
を
絞
ら
ず
、
減
価

償
却
を
終
え
た
『
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
物
件
』
も
対
象
に
す
る
こ
と
で
、
少
し

で
も
未
利
用
物
件
が
市
場
に
出
回
る
よ
う
な

状
況
に
し
た
い
」
と
言
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
同
町
に
お
け
る
空
き
家
調
査

員
育
成
や
空
き
家
ト
リ
ア
ー
ジ
な
ど
は
「
毛

呂
山
モ
デ
ル
」
と
し
て
埼
玉
県
下
の
他
自
治

体
に
も
展
開
中
。
新
潟
県
佐
渡
市
や
北
海
道

の
人
口
減
少
自
治
体
な
ど
に
対
し
て
も
、
同

モ
デ
ル
の
応
用
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

空
き
家
調
査
員
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
埼玉県
毛呂山町

2
事例

図1　毛呂山町における事業実施形態

図2　三友システムアプレイザルの「空き家トリアージ」

空き家トリアージについて

三友システムアプレイザルの「空き家トリアージ」

◎経済合理性の考え方を加味

黒

黒
市場性：低
安全性：低

黄
市場性：高
安全性：低

緑
市場性：高
安全性：高

赤
市場性：低
安全性：高

赤 黄 緑

空き家の実態把握を効率よく実施するための分類作業
空き家調査を実施し、
・再利用可能⇒「緑」
・改修やリフォームを前提として再利用可能⇒「黄」
・再利用不可能だが、安全・衛生上問題がないもの⇒「赤」
・安全・衛生上問題があり、ただちに取壊しが必要⇒「黒」
に分類し、色付けに基づいて、対策の優先順位付けをおこなう。

【概念図】

【概念図】

安全性
低

低

低

高

高

高

空き家調査を実施し、
・市場性が高く、流通可能⇒「緑」
・改修・リフォーム等を施すことで流通可能⇒「黄」
・安全・衛生上問題はないが市場性が低く流通不可⇒「赤」
・安全・衛生上問題があり、且つ市場性が低く、取壊しが必要⇒「黒」
に分類し、分類に応じた提案をおこなう。

安全性

市
場
性

協定締結

課税試算監修依頼
リノベーション

用途変更の設計依頼

課税試算結果
リノベーション・
用途変更のプラン・見積

調査結果と
利活用等提案

トリアージ結果の報告

成果報告
空き家調査員育成研修

調査報告

実地調査

毛呂山町

士業・専門家
（税理士、建築士、宅建業者）

空き家
空き家所有者

空き家相談窓口候補
（地元活動団体）

窓口団体が空き家の不動産調査を実施し、
利活用の費用見積・利活用提案をすることで所有者の意思決定を補助
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漁
業
関
係
の
事
業
者
が

多
数
顧
問
先
に

―
貴
法
人
は
地
元
の
漁
業
協
同
組
合
と
の

つ
な
が
り
が
強
く
、
漁
業
関
係
の
顧
問
先
が

と
て
も
多
い
そ
う
で
す
ね
。

浜
津 

隆
代
表
社
員
（
以
下
、
敬
称
略
）　

全

顧
問
先
の
う
ち
、
約
半
分
が
漁
業
・
水
産
業

関
係
の
個
人
・
法
人
で
す
。
北
海
道
南
西
部

の
渡お
し
ま島
半
島
（
渡
島
・
檜
山
地
方
管
内
）
に

あ
る
複
数
の
漁
協
の
組
合
員
約
1
5
0
0
人
、

水
産
加
工
会
社
な
ど
の
法
人
50
〜
60
社
が
顧

問
先
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
地
域
の
第

一
次
産
業
従
事
者
を
ま
と
め
て
抱
え
て
い
る

事
務
所
は
、
道
内
で
も
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
漁
業
関
係
の
顧

問
先
を
増
や
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

浜
津　

1
9
7
0
年
代
、
サ
ケ
や
マ
ス
、
コ

ン
ブ
、
ホ
タ
テ
な
ど
の
養
殖
が
活
況
を
呈
し

た
お
か
げ
で
、
漁
業
者
の
売
り
上
げ
が
急
伸

し
て
税
務
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
が
一
気
に
高

ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
ど
も
は
徐
々
に
漁

業
者
の
顧
問
先
を
開
拓
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
の
う
ち
漁
協
か
ら
「
組
合
員
の
税
務
処
理

を
一
括
で
引
き
受
け
て
ほ
し
い
」
と
声
が
か

か
る
よ
う
に
な
り
、
漁
協
単
位
で
顧
問
先
数

が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

―
顧
問
先
数
が
多
い
と
、
当
然
、
確
定
申

告
の
時
期
な
ど
に
取
り
扱
う
書
類
も
膨
大
に

な
り
ま
す
。
ま
し
て
や
当
時
は
、
ま
だ
パ
ソ

コ
ン
の
普
及
前
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
税
務

処
理
作
業
は
大
変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

浜
津　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
の
状
況
で
し
た

税理士法人 浜津会計事務所は、1962年開業の老舗事務所です。地域の漁業関係者や水産加工会社をはじめとして、幅広い分野の
法人・個人の税務を長年にわたり支えてきました。また、代表社員の浜津 隆先生は近年、地場企業の経営支援や事業承継支援に
注力する一方、札幌市や東京都など大都市圏の顧客開拓も進めています。早速、そのお仕事ぶりを紹介したいと思います。

税務サービスと経営支援を一手に担い
地場産業の活性化とさらなる顧問先開拓へ

事 務 所 訪 問

所在地 　北海道函館市東雲町1-8
TEL 　0138-23-6251
法人設立 　2017年
職員数 　45名

税理士法人 浜津会計事務所

函館市
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率
を
見
え
る
化
し
た
り
、
顧
問
先
を
売
上
順

に
並
べ
直
し
た
り
と
、
膨
大
な
顧
問
先
を
効

率
よ
く
正
確
に
管
理
し
て
い
く
た
め
の
体
制

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が

現
在
も
土
台
と
な
っ
て
い
る
他
、
約
10
年
前

か
ら
は
M
J
S
の
ソ
フ
ト
を
全
面
的
に
導
入

し
て
い
ま
す
。

―
電
子
申
告
が
始
ま
っ
た
時
は
い
か
が
で

し
た
か
。

浜
津　

2
0
0
4
年
に
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ

ン
化
法
が
施
行
さ
れ
、
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
「
e

－
T
a
x
」
の
利
用
が
開

始
さ
れ
た
際
、
函
館
税
務
署
の
署
長
さ
ん
と

副
署
長
さ
ん
が
や
っ
て
来
て
、
電
子
申
告
の

推
進
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
私
ど
も
の
顧
問
先
の
漁
業
・
水
産
業
従

事
者
が
電
子
申
告
に
切
り
替
え
た
こ
と
で
地

域
の
申
告
率
が
一
気
に
上
が
っ
た
ら
し
く
、

非
常
に
驚
か
れ
た
よ
う
で
す
。

函
館
に
お
け
る
漁
業・

水
産
業
の
動
向

―
現
在
の
漁
業
・
水
産
業
関
係
の
顧
問
先

数
と
、
そ
の
景
況
感
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

浜
津　

人
口
減
を
背
景
に
目
減
り
し
て
は
い

ま
す
が
、
14
年
の
白
色
申
告
者
の
記
帳
・
帳

簿
保
存
義
務
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
5
0
0
人

増
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在
も
個
人
の
確

定
申
告
書
は
3
0
0
0
枚
を
超
え
て
い
ま
す
。

か
ら
、
顧
問
先
数
の
増
加
と
と
も
に
事
務
所

ス
タ
ッ
フ
も
増
員
し
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
に

は
3
月
中
旬
ま
で
に
提
出
す
る
申
告
書
が

4
0
0
0
枚
を
超
え
、
70
人
以
上
の
ス
タ

ッ
フ
た
ち
が
総
出
で
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た

ほ
ど
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
業
界
で
い

ち
早
く
導
入
し
た
の
で
す
が
、
80
年
代
は
膨

大
な
税
務
処
理
作
業
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

行
う
に
は
容
量
が
足
り
ず
、
減
価
償
却
を
計

算
す
る
だ
け
で
も
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
90
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
パ

ソ
コ
ン
の
台
頭
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
会
計

ソ
フ
ト
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

他
の
多
く
の
事
務
所
で
は
特
定
の
業
種
の
顧

問
先
管
理
の
ニ
ー
ズ
は
な
く
、
メ
ー
カ
ー
も

そ
う
し
た
専
門
ソ
フ
ト
を
手
掛
け
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
私
ど
も
は
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
自
分
た
ち
で

作
る
こ
と
に
挑
戦
、
漁
獲
高
に
対
す
る
経
費

顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム
や
電

子
申
告
の
お
か
げ
で
、
作

業
は
か
な
り
効
率
的
に
行

え
る
よ
う
に
な
っ
て
は
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
2
月

15
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で

1
日
1
0
0
件
以
上
を
こ

な
す
の
は
大
変
で
す
。

　

函
館
市
に
お
け
る
漁

業
・
水
産
業
の
景
気
に
つ

い
て
は
、
数
年
前
ま
で
は

か
な
り
好
調
で
し
た
。
も

と
も
と
サ
ケ
の
水
揚
げ
高

5
0
0
億
円
、
ホ
タ
テ

4
5
0
億
円
は
北
海
道
内

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
し

た
が
、
5
〜
6
年
前
に
中

国
が
大
量
に
ホ
タ
テ
を
買
い
付
け
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
値
段
が
倍
増
し
、
水
揚
げ
高
が

一
気
に
9
0
0
億
円
台
に
。
当
然
、
養
殖
業

者
の
所
得
も
高
い
水
準
に
達
し
ま
し
た
。
事

実
、
つ
い
5
年
前
に
は
渡
島
半
島
東
部
の
山

越
郡
を
管
轄
す
る
八
雲
税
務
署
が
納
税
額
の

伸
び
率
が
全
国
1
位
に
な
り
、
国
税
長
官
が

表
敬
訪
問
に
来
た
ほ
ど
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
数
年
は
ホ
タ
テ
の
変
死
が
続
い
た
影
響
な

ど
で
、
水
揚
げ
高
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
影
響
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
半
島
北

部
の
長
万
部
町
あ
た
り
は
比
較
的
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
八
雲
町
以
南
は
全
滅
、
今
年
も

引
き
続
き
見
通
し
は
悪
い
よ
う
で
す
。
漁

業
・
水
産
業
事
業
者
を
多
数
抱
え
る
会
計
事

務
所
と
し
て
、
そ
の
あ
た
り
の
動
向
は
常
に

ウ
オ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。

よ
り
高
付
加
価
値
な

サ
ポ
ー
ト
体
制
へ

―
漁
業
・
水
産
業
関
係
以
外
で
は
、
ど
の

よ
う
な
顧
問
先
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
か
。

浜
津　

父
が
開
業
し
た
当
時
は
大
き
な
雑
貨

問
屋
や
酒
屋
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
流
通

革
命
を
背
景
に
卸
問
屋
な
ど
の
中
間
業
者
の

多
く
が
廃
業
し
、
雑
貨
屋
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

3階建てで、さまざまなフロアのあるオフィス

　浜津先生は大学卒業後、すぐに父上が経営する事務所に入

りましたが、ちょうど漁業関係や医療業界などの顧問先が急増
していく時期だったこともあり、幅広い業務に集中したため資
格取得のほうは後手に回ってしまったそうです。時を経て50
歳の時、資格取得を目指して札幌学院大学の大学院へ。税法
のスペシャリストとして知られる千葉 寛樹先生などの指導の下、
2年間事務所の業務のかたわら勉学に励んだ後、約6年前に税
理士資格を取得したそうです。浜津先生は当時を振り返って「そ
れまで実地で培ってきた知見を改めて座学や議論の中で捉え直
すことができ、非常に有意義で刺激的だった」と話しています。

税 理 士 ま で の 歩 み
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中
小
企
業
の
経
営
者
の
方
々
に
は
、
経
営
を

見
え
る
化
し
て
現
状
を
正
し
く
把
握
す
る
こ

と
と
、
先
を
見
据
え
て
経
営
計
画
を
立
て
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
の
事

務
所
で
は
少
し
で
も
そ
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
よ
う
、
事
務
所
外
に
持
ち
出
せ
る
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
を
20
台
ほ
ど
揃
え
、
顧
問
先
訪
問

の
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
や
デ
ー
タ
を
示
し

な
が
ら
お
話
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
や
は
り
後
継
者
不

在
な
ど
、
事
業
承
継
で
悩
ん
で
い
る
顧
問
先

が
多
く
、
数
年
前
か
ら
M
＆
A
の
案
件
も
増

え
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
事
務
所
の
課
題
や
今
後
の
展

ス
ス
ト
ア
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
か
ら
は
様

相
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
約
30
年
前
、

ち
ょ
う
ど
私
が
大
学
卒
業
後
に
入
所
し
た
頃

の
こ
と
で
す
。
同
時
期
、
学
生
時
代
の
友
人

が
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
を
新
し
く
立
ち
上
げ

た
の
で
す
が
、
そ
の
ツ
テ
で
函
館
周
辺
の
開

業
医
を
多
数
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

今
も
医
療
業
界
の
顧
問
先
が
比
較
的
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
は
福
祉
関
係
や
建
設

関
係
が
多
い
で
す
ね
。

―
こ
こ
最
近
、
顧
問
先
の
課
題
や
相
談
事

で
は
ど
う
い
っ
た
傾
向
が
あ
り
ま
す
か
。

浜
津　

人
口
減
で
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小

の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
昨
今
、
特
に
地
場
の

望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

浜
津　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
通
り
、
か
つ
て

は
漁
業
者
の
顧
問
先
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ

ど
作
業
量
も
膨
大
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
で
作
業
効
率

が
格
段
に
上
が
っ
た
分
、
今
で
は
ス
タ
ッ
フ

一
人
ひ
と
り
が
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
サ
ポ

ー
ト
で
顧
問
先
の
経
営
に
貢
献
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
A
I
技
術
の

発
展
に
よ
っ
て
、
今
後
は
税
務
サ
ー
ビ
ス
に

お
い
て
機
械
が
担
え
る
領
域
が
着
実
に
拡
大

し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
中
、
私
た
ち

税
理
士
の
存
在
意
義
を
ど
こ
に
見
出
し
て
い

く
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
顧
問
先
と

の
接
し
方
や
回
数
、
経
営
支
援
の
機
会
な
ど

も
意
識
的
に
増
や
す
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
の
が
よ
り
広
範
囲
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
で
す
。
地
元
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
こ
だ

わ
ら
ず
広
い
視
野
で
顧
問
先
開
拓
を
行
お
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
、
今
年
か
ら
東
京

の
大
学
を
卒
業
し
た
息
子
が
事
務
所
に
加
わ

り
ま
し
た
。
彼
が
東
京
で
得
た
知
見
や
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
も
生
か
し
な
が
ら
、
徐
々
に
首
都

圏
に
顧
問
先
を
増
や
し
て
ま
い
り
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　現在、代表社員を務める浜津隆先生の
父、和三郎先生は 1945年の終戦後、51年
に高校を卒業してしばらく東京で過ごし
た後、20代前半でUターンして地元の会
計事務所に職を得たそうです。以後 60年
間、地場企業のための税務サービスや経
営支援に取り組んでこられました。開業
当時はまだ青色申告が始まってからほん
の 10数年。以来、和三郎先生は税務制度が
整っていく過程を現場で見守りつづけて
きました。80代後半になった今も現役、
北海道税理士会の最古参として日々業務
に励まれています。

浜津 和三郎 先生

北海道税理士会
最古参

地域密着で経営支援に注力しながらも、サービス提供の範囲を拡
大している浜津 隆先生

14月刊税理士事務所CHANNEL

channel_1908_fin_CC2019.indd   14 2019/07/17   10:12



「機械式腕時計」

て
、
ま
た
誕
生
日
や
記
念
日
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
夫
婦
や
カ
ッ
プ
ル
で

ペ
ア
ウ
ォ
ッ
チ
を
購
入
す
る
な

ど
、
そ
の
利
用
目
的
は
多
種
多
様

に
な
っ
て
い
ま
す
。

腕
時
計
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

（
動
力
機
構
）
に
よ
っ
て
「
機
械

式
時
計
」
と
「
ク
オ
ー
ツ
時
計
」

に
大
別
さ
れ
ま
す
。「
機
械
式
時

計
」
は
巻
き
上
げ
ら
れ
た
ゼ
ン
マ

イ
が
解
け
る
力
を
動
力
と
す
る

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
持
ち
、

手
巻
き
式
と
自
動
巻
き
式

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

手
巻
き
式
は
そ
の
名
の
と

お
り
ゼ
ン
マ
イ
を
巻
き
上

げ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
毎

日
の
よ
う
に
手
間
が
か
か

り
ま
す
。
自
動
巻
き
式
は

そ
の
手
間
を
省
い
た
わ
け

で
す
が
、
腕
を
動
か
さ
な

い
、
あ
る
い
は
置
き
っ
ぱ

な
し
に
す
る
と
数
日
で
止

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
点
「
ク
オ
ー
ツ
式
」
は

電
池
と
モ
ー
タ
ー
を
使
用

し
、
精
度
も
高
く
、
さ
ら
に
電
波

で
自
動
的
に
時
刻
を
修
正
す
る
電

波
時
計
な
ど
も
最
近
で
は
主
流
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た

が
、
現
在
私
が
愛
用
し
て
い
る
の

は
最
も
手
間
の
か
か
る
手
巻
き
式

の
「
機
械
式
時
計
」
で
す
。
ジ
ャ

ガ
ー
・
ル
ク
ル
ト
社
製
の
レ
ベ
ル

ソ
デ
ュ
オ
と
い
う
タ
イ
プ
の
モ
デ

ル
で
す
。
こ
の
モ
デ
ル
の
特
徴

は
、
一
つ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で
表

面
と
裏
面
の
両
方
の
文
字
盤
で
異

な
る
時
間
を
表
示
で
き
る
と
こ
ろ

で
す
。
日
頃
の
生
活
で
二
つ
の
時

間
帯
を
表
示
で
き
る
こ
と
に
特
に

意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時

の
気
分
に
よ
っ
て
裏
面
の
文
字
盤

に
し
て
み
た
り
し
て
い
る
の
が
実

際
の
と
こ
ろ
で
す
。

「
機
械
式
時
計
」
は
毎
日
の
手

間
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
面
倒
で
す

が
、
大
切
に
す
れ
ば
一
生
使
え
る

も
の
ば
か
り
で
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
毎
日
ゼ
ン
マ
イ
を
巻
き
上
げ

て
身
に
付
け
て
い
く
つ
も
り
で

す
。

皆
さ
ん
は
日
常
生
活
の
中
で
腕

時
計
と
い
う
も
の
を
ど
の
程
度
利

用
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
?

も
と
も
と
の
時
間
を
知
る
機
能

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
現
在
で
は

ケ
ー
タ
イ
や
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン

な
ど
で
も
時
間
は
確
認
で
き
ま
す

か
ら
、
ス
マ
ホ
は
な
い
と
困
る
け

ど
腕
時
計
は
な
く
て
も
生
活
に
特

に
支
障
は
な
い
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
と
し
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　大特集でもご紹介した通り、標高
334mから市街を一望できる夜景で
有名な函館山。遠くまで一望できる
開放感抜群の日中の景色もまた一興
です。この函館山は、太古の昔に火山
の噴火によってできた島でした。そ
の後、島と半島の間に砂州が形成され、
約3000年前には中央部分がくびれた
独特の地形「陸繋島（トンボロ）」が出
来上がりました。現在の市街地の主
要部分はこの砂州の上にあります。

「開放感あふれる
函館山からの景色」
（北海道函館市）

【お申し込み先変更のご案内】
毎月募集しております歌舞伎座のペアチケットのお申し込み先につきまして、
従来ご案内しているFAX番号に変更がございました。ご不便をおかけしました。
（従来）0120-369-711　⇒（変更後）03-5360-3430

表面と裏面で違ったデザインを楽しめる愛用の時計です

19 月刊税理士事務所CHANNEL

channel_1908_fin2cc2019.indd   19 2019/07/18   14:29



　

  
 

 
 

　

月
刊
税
理
士
事
務
所　
　
　
　
　
　

二
〇
一
九
年
八
月
一
日
発
行（
毎
月
一
日
発
行
）第
四
百
五
十
六
号　

発
行  

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス　

〒
一
六
〇
|

〇
〇
〇
四 

東
京
都
新
宿
区 

四
谷 

四
|
二
十
九
|
一　

電
話
○
三
（
五
三
六
一
）
六
三
〇
九

channel_1908_fin_CC2019.indd   20 2019/07/17   10:12




